
戦
争
法
案
に
反
対
す
る

市
民
集
会
実
行
委
員
会
は

日
、
自
公
与
党
に
よ
る

14戦
争
法
案
の
閣
議
決
定
に

抗
議
す
る
「
緊
急
座
り
込

み
」
を
鶴
岡
市
役
所
前
歩

道
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。

市
民
ら
約

人
が
参
加

70

し
、
昼
休
み
の

時

分

12

15

か
ら
約

分
間
、
参
加
者

40

が
リ
レ
ー
で
「
憲
法
九
条

破
壊
は
許
さ
な
い
」
「
安

倍
政
権
の
暴
走
を
世
論
の

力
で
止
め
よ
う
」
な
ど
と

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
訴
え
ま

し
た
。

６
月

日
午
後
６
時

19

30

分
か
ら
「
や
す
ら
ぎ
広
場
」

で
同
実
行
委
員
会
主
催
の

戦
争
法
案
に
反
対
す
る
市

民
集
会
が
開
か
れ
る
予
定

で
す
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

初
登
庁
。
バ
ッ
ジ
着
け

頭
宣
伝
行
動
。
連
日
街
宣
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
が
、
手
を
振
っ
た
り
車
の
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
た
り
す
る
人
が

日
を
追
っ
て
増
え
て
い
ま
す
。

▽

日
（
月
）
、
出
羽
商
工
会
総
代
会

18
に
来
賓
と
し
て
出
席
。
県
議
は
私
と
佐

藤
聡
議
員
の
２
人
だ
け
で
し
た
の
で
、

前
会
長
さ
ん
の
挨
拶
の
中
で
、
「
佐
藤

議
員
、
関
議
員
、
阿
部(

三
川)

町
長
を

始
め
と
す
る
、
議
員
、
行
政
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
会
員
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
掛
け
が
あ

り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
も
び
っ
く
り
す

る
ほ
ど
多
く
の
会
員
さ
ん
か
ら
、
期
待

と
激
励
の
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
共

産
党
の
議
席
が
大
き
な
ご
期
待
を
頂
い

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。

（
県
議

関

徹
）

▽

日
（
木
）
、
第
一
学
区
学
童
保
育

14
所
保
護
者
会
総
会
に
相
談
役
と
し
て
出

席
。
学
童
保
育
を
含
む
鶴
岡
市
南
部
児

童
館
を
指
定
管
理
し
て
い
る
鶴
岡
市
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
学
童
保
育
専
用

施
設
が
増
築
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
市
議
時
代
に
保
護
者
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
課
題
が

地
元
１
学
区
で
実
現
し
ま
し
た
。
役
員

の
皆
さ
ん
か
ら
沢
山
お
礼
の
言
葉
を
か

け
て
頂
き
ま
し
た
。

▽

日
（
金
）、
臨
時
議
会
に
初
登
庁
。

15
議
会
棟
正
面
入
り
口
で
バ
ッ
ジ
を
着
け

る
場
面
と
そ
の
後
の
私
の
コ
メ
ン
ト
が

テ
レ
ビ
・
新
聞
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

後
日
、
会
う
人
会
う
人
か
ら
「
観
た

よ
！
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

▽

日
（
日
）
、
戦
争
立
法
反
対
の
街

17 戦
争
法
案
閣
議
決
定
に
抗
議

市
役
所
前
緊
急
座
り
込
み
に

人
70

戦争法案の閣議決定に抗議の座り込みをする市民

＝１４日、鶴岡市役所前

関
徹
県
議
が

県
議
会
で
初
の
一
般
質
問

６
月

日
（
金
）

26

日
本
共
産
党
後
援
会
で

は
傍
聴
ツ
ア
ー
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

消
費
税
廃
止
各
界
連

が
署
名
行
動

１
時
間
で

筆
の
署
名

69

鶴
岡
田
川
地
区
消
費
税

廃
止
各
界
連
絡
会
は
、
15

日
に
定
期
宣
伝
と
、
国
会

請
願
の
署
名
行
動
を
生
協

こ
ぴ
あ
前
で
行
い
ま
し

た
。参

加
し
た
菅
井
巌
市
議

が
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝
を

行
い
、
「
消
費
税
増
税
で

市
民
生
活
が
大
変
だ
。
労

働
者
の
実
質
賃
金
は
物
価

上
昇
に
追
い
つ
か
ず

ヶ
23

月
連
続
で
下
が
り
続
け
、

一
方
で
法
人
税
減
税
を
受

け
る
大
企
業
は
円
安
な
ど

も
あ
り
過
去
最
高
の
利
益

を
あ
げ
て
い
る
」
「
戦
争

す
る
国
づ
く
り
、
消
費
税

増
税
、
社
会
保
障
改
悪
な

ど
、
市
民
の
願
い
に
逆
行

し
、
暮
ら
し
と
平
和
を
破

壊
す
る
安
倍
政
権
の
暴
走

を
阻
止
し
ま
し
ょ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

加
盟
団
体
の
鶴
岡
生

協
、
庄
内
医
療
生
協
、
鶴

岡
民
商
、
庄
内
農
民
連
、

新
婦
人
鶴
岡
支
部
か
ら
の

行
動
参
加
者
が
、
買
い
物

に
訪
れ
る
人
に
「
消
費
税

増
税
の
怒
り
の
声
を
お
寄

せ
下
さ
い
」
声
を
掛
け
、

署
名
へ
の
協
力
と
チ
ラ
シ

と
宣
伝
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り

の
テ
ィ
シ
ュ
の
配
布
を
し

ま
し
た
。

署
名
に
応
じ
た
人
は
、

「
買
う
も
の
が
値
上
が
り

し
て
本
当
に
大
変
だ
。
消

費
税
増
税
は
困
る
」
と
怒

り
の
声
を
寄
せ
ま
し
た
。

１
時
間
の
行
動
で

筆
の

69

署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。



共
立
社
鶴
岡
生
協
の
第

回
地
域
総
代
会
（
地
域

60理
事
会
議
長
・
高
橋
憲

志
）
が

日
、
東
京
第
一

13

ホ
テ
ル
鶴
岡
で
開
か
れ
ま

し
た
。

２
０
１
５
年
度
は
鶴
岡

生
協
創
立

周
年
を
迎
え

60

る
こ
と
か
ら
、
４
万
人
組

合
員
の
組
織
を
目
指
し

（
現
在
３
万
８
４
１
３

人
）
、「
平
和
と
よ
り
良
い

く
ら
し
を
守
る
た
め
に
」

生
協
運
動
を
大
き
く
広
げ

る
活
動
方
針
を
決
め
ま
し

た
。

地
域
総
代
会
に
先
立

ち
、

周
年
を
記
念
し
て

60

組
合
員
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス

の
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
（
写
真
）。

関
徹
県
議
と
党
鶴
岡
市

議
団
、
工
藤
の
り
子
庄
内

町
議
、
田
中
晃
三
川
町
議

も
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま

し
た
。

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
5月14日入札分

・宝徳箕升２号線道路改良工事（箕升新田地内）
板垣建設(有) 3,600,000円（4,025,000円）工期～8/31（落札率89.4％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
5月14日入札分

・市立朝日中学校旧校舎解体工事
(株)佐藤工務 105,000,000円（107,308,000円）工期～8/31（落札率97.8％）

2015年原水爆禁止 国民平和大行進
６月１３日（土） ６月１４日（日） ６月１５日（月）

9:00 庄内町引継ぎ集会 8:50 出発集会 8:50 やすらぎの広場集会

9:30 出発 9:00 随神門前出発 9:00 出発

10:00 乗慶寺 9:20 正善院 9:10 禅龍寺

10:30 宝護寺 9:50 金剛樹院 9:50 旧７号交差点

11:00 眞秀寺 10:45 藤の花Ｔ字路 10:30 かぶモニュメント

12:00 洞泉寺 11:00 藤島庁舎歓迎集会 10:45 あつみ温泉駅

12:30 猪子公民館 11:25 大洞寺・種耕院 11:00 温海庁舎歓迎集会

13:30 押切郵便局出発 12:00 昼休み 昼休み

14:10 三川町歓迎集会 13:00 鶴岡駅出発集会 12:30 出発

14:40 出発 13:25 日吉町アーケード 12:40 釜谷坂トンネル

15:00 ラコス 13:30 山王通り 12:50 ＪＡたがわｵｰﾄﾊﾟﾙ

15:10 多福院 13:36 銀座通り 13:00 鼠ヶ関関所跡

15:40 泉蔵寺 南銀座通り 13:30 弁天島ﾋﾞｰﾁｾﾝﾀｰ

13:50 常念寺 新潟へ引継ぎ集会

14:25 朝暘第一小学校

美原町交差点

15:00 鶴岡市役所歓迎集会

平和観音霊場などの寺院を巡礼し、戦争犠牲者ならびに東日本大震災で被災された皆

さんにご冥福と復興の祈りをささげます。

共
立
社
鶴
岡
生
協
創
立

周
年

60

４
万
人
組
合
員
め
ざ
し
運
動
を
広
げ
よ
う
共立社鶴岡生協
地 域 総 代 会

国
家
賠
償
法
（
仮
称
）
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
に
関
す
る
請
願
」
を

提
出
し
た
が
、
不
採
択
に

な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
「
保
守
系
会
派
の
対

応
が
従
来
と
同
じ
で
進
展

が
な
い
」
と
、
請
願
趣
旨

に
理
解
が
進
ま
な
い
議
会

で
の
対
応
に
不
満
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
他
の
町
議
会

で
は
、
委
員
会
審
議
で
請

願
提
出
者
の
趣
旨
説
明
や

議
員
か
ら
の
質
問
へ
の
答

弁
な
ど
が
で
き
た
が
、
鶴

岡
市
で
は
で
き
な
い
の

か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
も
請
願
採
択
を
実

現
す
る
た
め
に
、
議
会
で

の
対
応
な
ど
含
め
て
幅
広

く
宣
伝
し
て
ゆ
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
関
徹
県
議

が
地
区
委
員
会
を
代
表
し

連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
加
藤
鉱
一
市
議
、
菅

井
巌
市
議
が
参
加
を
し
ま

し
た
。

請
願
採
択
実
現
の
た
め

幅
広
く
宣
伝
を

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
が
総
会
開
催

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国

家
賠
償
要
求
同
盟
鶴
岡
田

川
支
部
（
戸
村
昌
也
支
部

長
）
の
第

回
総
会
が

20

17

日
、
こ
ぴ
あ
２
階
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
旧
満
州
で

の
戦
争
体
験
語
る

総
会
に
先
立
ち
講
演
が

行
わ
れ
、
酒
田
市
在
住
の

日
の
敗
戦
の
日
に
、
同
級

生
の
韓
国
人
女
子
か
ら

『
自
分
た
ち
は
わ
か
っ
て

い
た
が
、
あ
な
た
は
日
本

が
戦
争
で
負
け
る
と
い
う

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の

か
』
と
怒
り
の
声
が
投
げ

か
け
ら
れ
、
言
葉
が
出
な

か
っ
た
」
「
日
本
へ
帰
国

し
、
母
親
の
実
家
に
身
を

寄
せ
た
が
、
離
れ
の
小
屋

で
暮
ら
し
、
煮
炊
き
す
る

薪
も
な
い
本
当
に
苦
し
い

生
活
だ
っ
た
」
な
ど
１
時

間
に
わ
た
る
話
に
、
う
な

ず
き
涙
ぐ
む
参
加
者
の
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
国
家
賠
償
法
」
請
願

採
択
実
現
の
た
め
幅
広

く
宣
伝
を

総
会
で
は
、
昨
年
６
月

に
鶴
岡
市
議
会
に
６
回
目

の
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者

齋
藤
陽
子
氏

(

元
酒
田
市

議
＝
写
真)

が
「
ア
ジ
ア

で
生
き
て
い

る
一
人
と
し

て
～
平
和
を

求
め
て
人
生

年
～
」
と

80題
し
て
、
旧

満
州
で
生
ま

れ
育
っ
た
戦

中
、
戦
後
の

自
身
の
体
験

と
様
子
や
、

戦
中
の
酒
田

港
中
国
人
強

制
連
行
事
件

の
損
害
賠
償

請
求
行
動
や

慰
霊
の
思
い

な
ど
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

「
８
月
15


